
ホンジュラス定期報告（2024年 12月） 

2025年 1月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

⚫ ４日、レイナ外相は、CICIH 設置に向けての国連との合意文書の期限を、更に６ヶ月延長したと発

表した。 

⚫ ２２日、選挙管理委員会（CNE）は、２０２５年３月９日に実施される予備選挙の各党候補者（リブ

レ党：２名、自由党：４名、国民党：４名から計１０名）を発表した。 

 

＜本文＞ 

１ 外交 

（１）シオマラ・カストロ大統領のラテンアメリカ議会（Parlatino）創設 60周年記念式展出席 

１２月４日、カストロ大統領は、エンリケ・レイナ外相、ルイス・レドンド国会議長、エクトル・セ

ラヤ大統領私設秘書官と共にパナマを訪問し、ラテンアメリカ議会創設 60周年記念式展に出席した。 

 

（２）CICIH設置に関する国連との合意文書の６ヶ月の延長 

１２月４日、レイナ外相は、「ホンジュラス汚職・無処罰対策委員会（CICIH）」設置のための国連とホ

ンジュラス政府との合意文書が同月１５日に期限を迎えることについて、両者は更に６ヶ月延長するこ

とに合意したと発表した。 

 

（３）米国エンゲル・リストの更新 

 １２月２７日、米国務省は、ホンジュラス、エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグアの汚職、不正

疑惑がもたれている政治家及び官僚に対する米国への即時入国禁止等の措置の対象者を掲載した所謂

「エンゲル・リスト」を更新し、ソニア・ドゥボン最高裁判所（CSJ）判事（フローレス大統領法律顧問

夫人）、ロウルデス・ブランコ弁護士（トマス・バケロ内務・司法・地方分権大臣夫人）、エバル・ディ

アス元大統領府大臣を新たに追加した。 

 

２ 内政・経済 

（１）大統領選挙各候補者らによる討論会実施の法案承認 

 １２月１２日、ホンジュラス国会は、大統領選挙に出馬する各候補者らによる討論会を実施するため

の法案を可決した。 

 

（２）テグシガルパ市長への襲撃 

 １２月１３日、ホルヘ・アルダナ・テグシガルパ市長を乗せた車両がテグシガルパ市内の２箇所で襲

撃された。なお、同市長は無事であった。 

 



（３）予備選挙の各党候補者の発表 

 １２月２２日、選挙管理委員会（CNE）は、２０２５年３月９日に実施される予備選挙の各党候補者を

発表した。リブレ党（与党）からは、リキシ・モンカダ氏（国防大臣）とラセル・トメ氏（国会第３副

議長）の２名、自由党（野党）からは、ホルヘ・カリクス氏（元リブレ党員：２０２４年７月自由党入

党）、ルイス・セラヤ氏（自由党前党首）、サルバドール・ナスララ氏（元大統領代行、ホンジュラス救

済党（PSH）創設者：２０２４年７月自由党入党）、マリベル・エスピノサ氏（PSH 元副党首）の４名、

国民党（野党）からは、ホルヘ・セラヤ氏（ジャーナリスト）、アナ・ガルシア氏（エルナンデス前大統

領夫人）、ナスリ・アスフラ氏（テグシガルパ前市長）、カルロス・ウルビソ氏（経済学者）の４名が出

馬予定。 

 

＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2024年 

11月 10月 9月 

インフレ率 （前年同月比） 3.94 4.05 4.49 

貿易収支（百万ドル） ― ― ― 

輸出（百万ドル） ― ― ― 

輸入（百万ドル） ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 7,381.1 6,734.4 6,767.0 

外国からの送金 （百万ドル） ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 25.02 25.02 24.91 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  

 ※貿易収支、輸出入、外国送金に関する公表された直近の数値（2024年 6月分）は、貿易収支

（▲3,005.9百万ドル）、輸出（5,776.4百万ドル）・輸入（8,782.3百万ドル）、外国送金

（4,511.1百万ドル）である。 

（了） 


